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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本研究は今後よりよい批判的思考教育および議論教育を行うために、ディベート試合における証

拠資料の「信頼性判断」と「引用方法」に着目し、「全国中学・高校ディベート選手権」（通称：デ

ィベート甲子園）の参加経験者を対象に実施したアンケート調査とインタビュー調査、大会の文字

化資料の分析結果を踏まえ、ディベート選手の思考態度を明らかにすることを目的としたものであ

る。本論文は 8 章から構成されている。 
第 1 章では、本論文で展開する研究の背景や目的について述べ、ディベートの基本的な諸概念や

形式、各スピーチの役割について、本論文の研究対象である「ディベート甲子園」を中心に説明を

行った。第 2 章では、批判的思考教育の現状に関する先行研究や主たる構成要素である「批判的思

考能力」及び「批判的思考態度」を概観した上で、本研究の課題を提示した。第 3 章では、ディベ

ートや議論に関する教科書では、証拠資料の「信頼性判断」と「引用方法」について、どのような

検証・評価基準が記述されているのかを比較しながら整理を行った。 
第 4 章から第 6 章までは本研究の課題を明らかにしたデータ分析の章である。第 4 章と第 5 章で

はアンケート調査とインタビュー調査の結果に基づき、証拠資料の使用（信頼性判断と引用方法）

に関するディベート選手の意識を分析した。第 6 章では実際の決勝戦と準決勝戦で使用された証拠

資料の信頼性と引用方法を検証した。 
第 4 章では、大会経験者（中高大学生）は試合準備の際に、証拠資料の信頼性を判断しているの

か、またどのように判断しているのか、および試合中に証拠資料の信頼性に留意しているのかにつ

いて分析した。その結果、以下のことが分かった。証拠資料を取捨選択する際に、選手は一定の範

囲でその信頼性を評価している。彼らはまず誰が情報を発信したのか、身元が明らかかどうかを確

認するようにしている。加えて、根拠の有無、客観性、専門性等もある程度考慮している。中には、

信頼性のある資料が見つからない場合に、自分達が組み立てた議論に無理があると反省し、それら

の資料を使用しないようにしている選手もいる。一方、情報源の信頼性が低くても使用する選手も

いる。その理由として、「欲する内容の追求」と「証拠資料の有無に対する拘り」ということが特定

された。前者について、選手は情報源の信頼性より、主張したい内容が資料内に含まれるか、また

は主張したい内容が資料内で「良い表現・文言」でまとめられているかに重点を置いており、信頼

性が低くてもその証拠資料を引用している。この意識は収集できる証拠資料の数が限られている場

合に特に顕著にあらわれている。後者については、選手は、たとえ情報源の信頼性が低くても証拠

資料がないよりは望ましく、勝敗を決める審判に議論として受け入れてもらいやすいと考え、試合

でそれを引用している。さらに、試合中に、（1）情報源の信頼性を議論することが困難であること、

（2）情報源の信頼性を議論するより情報内容などを議論した方がより勝敗につながりやすいと思わ

れていること、（3）ディベート大会を公平に戦う競技の場と捉え、ある程度信頼性を持つ資料が提



示されるだろうと相手側を信頼していることの 3 点の理由から、ディベート選手は試合中に情報源

の信頼性についての議論を避ける傾向にあるということも確認された。他に、情報源（専門性・権

威性、客観性）と情報内容（最新性、統計資料）に関する個々の項目についても選手の意識をそれ

ぞれ分析した。 
第 5 章では、大会経験者（中高大学生）は証拠資料を適切な方法で引用するようにしているか、

及び不適切引用が発生する原因について分析を行った。その結果、多くの選手は出典を正確に明示

し原典（少なくとも日本語の場合）を確認するようにしており、中略や省略を行う際に、文意や文

脈を考慮し、拡大解釈せずに原文面を忠実に解釈したり説明したりするようにしているが、程度の

差や意図的かどうかを問わず不適切に証拠資料を使用している選手もいることが分かった。 
第 6 章では、「ディベート甲子園」の決勝戦および準決勝戦の文字化資料における証拠資料を原典

に当たって検証し、信頼性が低いと思われるような証拠資料、及び不適切引用だと思われる証拠資

料をそれぞれいくつかの事例を挙げながら分析を行った。第 7 章では、第 4 章から第 6 章までの分

析結果を踏まえまず、批判的思考態度の視点から選手の意識について総合的な考察を行った。その

後、批判的思考態度が欠如している場合及び抑制された場合の特徴を踏まえ、それを改善するため

に「ディベート甲子園」の大会運営側及び審判に対して提言を示した。 
終章の第 8 章では、本論文の概要、研究意義、今後の課題について述べた。本論文は、従来の日

本のディベート研究や議論研究であまり注目されず十分検証されてこなかった証拠資料の使用につ

いて、実証的な手法を用いて分析を行い批判的思考態度の視点から考察を試みた点で、「ディベート

甲子園」を含めた様々なディベート活動のさらなる発展や活用に貢献できるとともに、より良い議

論教育及びより良い批判的思考教育にも資すると考える。本研究のインタビュー調査結果からは審

判の判定方法は選手の意識に大きな影響を与えていることが分かった。しかし、実際審判はどのよ

うな基準で判定を下しているのかについて本研究では明らかにされていない。今後審判と選手の意

識に乖離が存在するのかを検証するため、審判の判定基準や証拠資料の信頼性に対する重視の度合

いを明確にする必要があると考えられる。 


